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事務所／〒484-0081 犬山市大字犬山字西畑 22-5 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 

U RL／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 

例会場／〒484-0082 犬山市大字犬山字北古券 107-1 名鉄犬山ホテル 

電 話／0568-61-2211 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会  長：田中進一郎 

■幹  事：髙橋 秀治 

■会報委員長：近藤 俊也 

第２６９６回  例  会 （ Ｈ２９．５．２３ 火 晴れ ☀ ） 

点 鐘 田中 進一郎会長 

R . S それでこそロータリー 四つのテスト 

幹事報告 髙橋 秀治幹事 

１） 会報受信クラブ 愛知長久手 可茂 

２） 下記クラブは法定休日又は定款による休会です 

クラブ名 例会日（曜） クラブ名 例会日（曜） 

瀬 戸 北 5月30日(火) 愛知長久手 5月30日(火) 

名古屋城北 5月30日(火) 瀬 戸 5月31日(水) 

下記クラブは例会変更です 

クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

岡 崎 南 
5月30日(火) 

→6月  3日(土) 
(自然科学研究機構岡崎三

研究所交流ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ例会) 

尾 張 中 央 
5月31日(水) 

→5月28日(日) 

(北名古屋市 

ｺﾞﾐ 0 運動参加) 

☆臨時パスト会長会議のご案内 

 本日、例会終了後 13：40 よりみやびの間において

開催 

☆第 5 回クラブフォーラムのご案内 

 日時：6 月 13 日(火)会議 18：00／懇親会 19：00 

 場所：あじか 

出席報告（丹羽敬昇委員長） 

出席率 82.00％ 

会員 56 名 出席 41 名 欠席 15 名 

欠席者 藤井友喜君 福冨孝弘君 河田敏和君 

紀藤政司君 大海敏道君 祖父江寿男君 

鈴木一成君 塚原義成君 宇佐美芳樹君 

前例会の修正(5/16 分) 

紀藤政司君(5/16eCLUBONE)河田敏和君(5/11 可児

RC)松山基邦君(5/18eCLUBONE) 宇佐美芳樹君

(5/21eCLUBONE)谷定貴之君(5/12 第 6 回地区社会奉

仕委員会)山田直廣君(5/15eCLUBONE) 

以上 87.76％を 100％に修正 

前々例会の修正(5/9 分) 

宇佐美芳樹君(5/21eCLUBONE) 

以上 98.18％を 100％に修正 

祝 福（板津英基委員） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 岡田 雅隆君 

結婚記念日 

小川宏嗣君夫人 

ニコボックス（梅田佳和委員） 

 本日の投函金額 7,000 円 

 

 
副 会 長 挨 拶（岡田雅隆副会長） 

 

生涯で初めての会長挨拶をさせて頂きます。些か緊

張しております。 

本日の話題はみなさまご承知 2020 年に開催される

東京オリンピック、パラリンピックについてお話をさ

せて頂きます。 

東京五輪大会組織委員会は先月「都市鉱山からつく

る！みんなのメダルプロジェクト」をスタートしたと

報道されました。 

NTT ドコモやプロジェクトに参加する全国の自治

体を窓口とし、携帯電話、スマートフォン、ゲーム機

など小型家電の回収を始め、先行して始めていた東京

都ともあわせて、リサイクルした金、銀、銅でオリン

ピック、パラリンピックのメダル 5 千個を作るプロジ

ェクトです。 

メダルに必要な数量は、ロンドン大会の実績で金が

10kg、銀 1230kg、銅 736kg が必要数量で、実際には

メダル作成時の歩止まりも考慮すると、これの 4 倍く

らいの量を必要としており、2019 年春までに金銀銅合

計で 8 トン集める計画だそうです。 

なぜこんなプロジェクトが発足したかは、五輪のメ

ダルを都市鉱山からリサイクルした金銀銅を使うこと

によって広く一般の人に都市鉱山の存在を知ってもら

うきっかけになればと言う事で始まったそうです。 

日本の都市鉱山に眠る金は 6800 トンと世界の埋蔵

量の 16％、銀は約 6 万トンで 22％に当たる量が存在

しているそうです。国別の埋蔵量としては世界一の量
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を埋蔵しており、銅も 8％の 3800 万トンが存在し、世

界 2 位につけているそうです。 

都市鉱山の埋蔵量から見ると日本は世界有数の資源

国なのです。 

ただしリサイクルの分野では、鉄やアルミ、銅とい

った産業分野で大量に使用される金属は回収してリサ

イクルされる市場が確立されているが、産業的に重要

でも使用量の少ないレアメタルやレアアースなどのリ

サイクルの技術開発や市場整備が整っておらず、2013

年には小型家電リサイクル法が施行されたが、テレビ

のような大型電気製品に比べて伸び悩みの現状。 

結果、小型家電をリサイクルして資源を回収するよ

りもレアメタルを産出している国から買ってきた方が

コストが安くつき、日本の都市鉱山は益々貯まる一方

だそうです。 

金の場合、携帯電話 1 台に含まれる割合は 0.03%程

度あるそうです。一方自然の鉱石 1 トンから採れる量

は 3ｇ～5ｇで割合は 0.0003%程度しかありません。ま

た掘った大量の鉱石はごみとして捨てられ、地球環境

には悪影響をあたえている悲しい現状があります。 

今回のこのオリンピックのメダルを都市鉱山から作

る事により、企業はもちろん、一般市民を巻き込んで

認知されればリサイクルの意識も高まり、リサイクル

コストも下がる事になるでしょう。資源の無い国日本

が資源国に変わる日が来るかもしれません。 

今日はオリンピックにまつわる話をさせて頂きまし

た。みなさんもご家庭の机の引出しの隅に以前使って

いた古い携帯電話はありませんか？是非ともリサイク

ルに回して下さい。 

 
その他委員会報告 
◎次期青少年奉仕委員会（安田一生委員長） 
失礼します。次期青少年奉仕委員会委員長を務めさ

せて頂きます、安田一生です。宜しくお願い致します。 
本日から受付を設けさせて頂きましたが、台湾草屯

ロータリークラブとの第 32 回青少年海外交流事業を 
8 月 11 日(金)～8 月 15 日(火)で予定をしております。
6 月 8 日から草屯へ最終打ち合わせに行きますが、そ
の時には交流事業の参加人数を把握して草屯へ伺いた
いと考えておりますので、ご参加の可否をご検討くだ
さいます様お願い申し上げます。以上です。 

◎社会奉仕委員会（谷定貴之委員長） 
今月の 17 日に地区の社会奉仕委員長会議が開催さ

れまして、そこで 2760 地区の社会奉仕委員会の活動
報告が行われました。 
交通安全と云う事で、長年に亘って実施されており

ますシートベルト・チャイルドシート関所、治安活動
関係者表彰式、これをメインに発表させて頂きました。
また、社会奉仕委員会ですので、大判タオルの贈呈、
ポタリングクラブとの提携による地区の補助金事業に
ついて発表させて頂いたんですが、歴史と伝統と云う
事で他のロータリークラブの発表者の方が犬山には及
びませんがと云う事で、コメントを頂きまして、最終
的にガバナー賞受賞と云う事になりましたので、皆様
にご報告させて頂きます。 
今後とも新しい活動も入れなくてはならないと思い

ますが、昭和 48 年くらいからずっと続いております事
業は、私が 12 歳のころからという、それくらい長い活
動ですから、それを今後も継続していきたいと思って
おります。 

 

◎会員増強委員会（吉田 洋委員長） 
本日例会後、実行委員会の皆さまにはこのまま会場

に残っていただき、会員拡大実行委員会を開催します。
よろしくお願いいたします。 

 
2017～2018 年度のための地区研修･協議会報告② 

（原 正男次期幹事） 

 

◎第５分科会（職業奉仕）  真野健二 次期副幹事 

テーマ：クラブでの職業奉仕 

 
・ロータリーの「職業奉仕について」（DVD）鑑賞 
・ロータリーの職業奉仕について卓話 

次期地区研修委員 太田達夫さん 
・分区ごとに意見交換 

職場例会 
メンバー職場訪問・取引先職場訪問 
病院・警察・自衛隊・障碍者施設・給食センター・
ゴルフ場訪問 
ラグーナ蒲郡バックヤード見学 
座禅会 
血液検査 

表彰 
警察・消防のほかにＮＰＯ・病院・福祉関係 
従業員の方 

・最近の職業奉仕について 
次期職業奉仕委員長 匹田雅久 

・講評 次期ガバナー補佐 横山明巳 

「職業奉仕とは商売繁盛の秘訣」 
―自分の商売を繁盛したけりゃ 

1.一生懸命お客様に尽くしなさい 
2.その精神を自分の職場に広めることに励みなさい 
3.同業者は勿論のこと、異業者の世界にも広げること 
これがロータリアンの責務であり、これが職業奉仕

の全てです。 
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「自己の職業を通じて社会に奉仕する」 

◎第６分科会（ロータリー財団） 

松平實胤 次期ロータリー財団委員長 

テーマ：ロータリー財団 101年目を迎えて 

 
第 6 分科会、ロータリー財団部門の報告をさせて戴

きます。 
昨年 11 月 5 日 6 日とウエスティンナゴヤキャッス

ルで地区大会が開かれましたが、またロータリー財団
創立 100 周年ということで、ロータリー日本財団理事
長千玄室氏の記念講演をはじめとする記念のイベント
がありましたことは皆様の記憶に新しいと思います。 
そこで次年度のテーマは「ロータリー財団 101 年目

を迎えて」ということで、次期ロータリー財団委員会
副委員長佐々木久直氏の「開会の辞」でセミナーが始
まりました。 
次期ロータリー財団委員会委員長の中村公彦氏から、

「100 年前の 1917 年に、28 ドルあまりの寄付金で誕
生以来「世界でよい事をしてきた」ロータリー財団は
100周年を迎えた現在では財団資産は10億ドルに達し
ている、次の新たな 100 年に向かって財団の標語であ
る「世界でよい事をしよう」のもとで、「人々の健康
状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済する」
という財団の使命をしっかり果たしていこうという次
年度テーマについて力強いご挨拶を戴きました。 
続いてこの財団の崇高な理念に共感し、財団の活動

を支えて下さる皆様からのご寄付について、資金推進
担当委員長から、まず年次基金については、3 年後の
活動資金として、全額が厳正に有効に使われるので、
寄付ではなく皆様の奉仕事業への貯金と考えて戴き、
一人当たり 150 ドルをお願いしたい旨を。また各ク
ラブで、将来の財団プログラムを確かなものにするた
めの恒久基金、更に大口寄付メジャードナーの要請も
お願いしたい旨。またそれぞれの寄付行為の税制上優
遇措置がある旨の説明、更にはクレジットカード・プ
ログラムの利用向上、具体的にはクラブの経費や支払
いにクラブカードを利用することで、利用額の 0.3％が
自動的にポリオ撲滅の活動資金になる旨を強調されま
した。 
続いてその基金を振り分ける補助金担当委員長から、

地元で生じたニーズに迅速にこたえる地区補助金と国
際プロジェクトを支援するグローバル補助金の説明、
並びに補助金の申請及び報告書の留意点をお示し戴き
ました。 
続いて当犬山クラブより出向されている加藤浩一次

期ポリオ・プラス／VTT 担当委員長からはロータリー
の最優先活動であるポリオ撲滅について、その思いを
熱く語られ大変感動いたしました。 
また奨学基金・平和フェローシップ担当委員長より

は奨学生の募集並びに応募についての説明がございま
した。 
最後に資金管理担当委員長から、世界の平和と人々

の生活をよりよくするという崇高な使命に賛同されて
集まる寄付金はまさに公金、各クラブ（会員）が公金

である財団の補助金を申請通り有効に活用されている
か、悪用不正はないかを厳重にフォローしている、従
って、年次基金等の寄付は目標達成のために間違いな
く 100％厳正かつ有効に使われていることを強調され
ました。 
最後に次期地区副幹事清水順二氏よりセミナーの講

評があり、 
次期副委員長中村正人氏の閉会の辞にてセミナーは

終了しました。 
以上のセミナーを受けての私の感想ですが、「ロー

タリー財団は世界で一番信頼される寄付の管理人」と
いわれそうですが、まさに当を得ていると思いました。
そこで、皆様には 11 月のロータリー財団月間に、お一
人年次基金 150 ドルをお願いいたしますが、以上の経
緯をご賢察いただき、御協力のほどよろしくお願い申
し上げます。 

◎第７分科会（青少年奉仕） 

安田一生 次期青少年奉仕委員長 

テーマ：青少年奉仕活動をよりよく理解し実践しよう 

 
地区研修・協議会 第 7 分科会青少年奉仕部門に出

席しましたので、内容のご報告をさせて頂きます。 
まず、リーダー挨拶としまして、岡田雅隆次期地区

青少年奉仕委員長のご挨拶を頂きました。そして地区
青少年奉仕委員会の活動方針を示されました。「青少
年奉仕活動をより良く理解し実践しよう」というテー
マでロータリーの青少年奉仕の歴史をお話頂き、次期
地区青少年奉仕委員会の活動として「地区青少年奉仕
会議（青少年サミット）」の開催、また地区事業であ
る「ワールドフードふれ愛フェスタ」へのチャリティ
ーバザーブースの出店や場内清掃、5 月の青少年奉仕
月間では地区内 84RC の皆さまに青少年奉仕活動をよ
り良く理解し実践して頂くために「地区内クラブ青少
年奉仕委員会会議」の開催を考えておられました。そ
して神野ガバナーの方針「ロータリーファミリーとの
連携強化」に基づき、青少年奉仕委員会は RYLA 委員
会、インターアクト委員会、ローターアクト委員会、
青少年交換委員会、この 4 委員会の活動に協調し総合
力を高めて青少年の健全育成を目的に 1 年間尽力する
覚悟を話されておりました。 
次に地区インターアクト委員会の活動方針では佐藤

委員長よりインターアクトクラブの歴史、概要のお話
があり、インターアクトクラブの目的として奉仕活動
を通じて指導力と人としての高潔さ、他者を助け、他
者を尊重することの大切さ、個人の責任や懸命に努力
する価値観の大切さ、国際理解と親善を推進すること
の重要性について話がありました。現在 2760 地区内
には 17 のインターアクトクラブがあり総勢 551 名の
インターアクターが日々ボランティア活動をされてお
り、地区インターアクト委員会としては地区内のイン
ターアクトクラブの更なる活動の活性化の為、情報提
供と環境づくりに努め、10 月に当地区で開催される全
国インターアクト研究会を良い機会として当地区のイ
ンターアクトクラブの活動発信、他地区との情報交換
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などインターアクトクラブの更なる活性を目指すと話
されております。 
次に地区ローターアクト委員会からはローターアク

トクラブの歴史、現状のお話がありました。ローター
アクトは 18 歳から 30 歳までの青年が中心となって活
動しております。当地区のローターアクターの活動は
大変活発であり、国内外に研修や交流の輪を拡げ、各
事業の内容の充実さは他地区からも一目置かれる存在
となっているそうです。しかし、ローターアクトに直
接関わりのないクラブが約半数あり、その活動の認知
度不足、理解不足が課題となっており地区ローターア
クト委員会としてはロータリアンとアクターが共同奉
仕を行うことの意義を皆様にお伝えし、そして「ロー
タリアンは青少年の模範」という理念の下、各クラブ
の皆さまに設立の可能性の検討のお願いとローターア
クトクラブのサポートに全力で取り組まれるとのこと
です。 
地区 RYLA 委員会からは「心の燈をともそう」とい

うテーマから瀬戸ロータリークラブをホストクラブと
して第 26 回地区 RYLA セミナーの開催、日本 RYLA
派遣、アジアパシフィック RYLA 派遣を中心に若き青
年に「ロータリーの理念」を理解してもらうと同時に
将来への「より良き社会」を目指すリーダーの育成、
「ロータリーの理念」と同様に人に関心を持ち、相手
の身になって考え、幸せを願う奉仕の精神に関心を持
っている青年の為、青年のサポートに尽力すると話さ
れております。 
地区青少年交換委員会は青少年を交換する事業の歴

史、現在までの推移のお話があり 2017-18 年度では派
遣候補生が 9 名確定しており、夏の出発に向けて研修
を行っておるそうです。また従来からの傾向としてホ
ストクラブに偏りがあり、少しでもこの偏りが解消で
きるようにサポートをしていきたいと話されておりま
した。ロータリーの目的の一つである「世界的ネット
ワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進するこ
と」と青少年交換プログラムは一致する大変素晴らし
い事業と考え、本年も一層尽力すると言われておりま
す。 
そして、地区危機管理委員会からは 7 月に危機管理

の研修予定と危機が発生した場合のフローの説明後、
次期研修委員会奥田委員長の講評があり、第 7 分科会
は閉会となりました。最後に今回、地区研修・協議会
に出席させて頂きまして、一部ではございますが地区
の活動方針を聞くことが出来、ありがとうございまし
た。以上で地区青少年奉仕部門の報告とさせて頂きま
す。 

◎第８分科会（米山記念奨学） 

野村憲治 次期米山記念奨学会委員長 

テーマ：未来へ向かって、世界平和への架け橋になろう 

 
次期米山記念奨学会委員長、米山奨学生 シュレス

タ・アショクさんのカウンセラーとしてご任命頂きま
した。初めてのこと尽くしではありますが、ご迷惑・
不手際なきよう努力・精進致します。皆様、ご指導・

ご鞭撻の程、お願い申し上げます。 
まずは、4 月 22 日に出席しました「地区研修・協議

会」の中で心に残っていることをお話させて頂きます。 
私は「地区研修・協議会」の中の、2620 地区パスト

ガバナー高野孫左ヱ門様の特別講演に感銘を受けまし
た。 
私達ロータリアン 1 人 1 人が仕事や地域社会に役立

つ努力・協力をし、自分の為ではなく、誰かのため・
地域社会のための活動を継続する中で、心の豊かさを
感じる事が大切であるというお話でした。 
世の中には、変えてはならないモノ「不易」と変わ

っていくモノ「流行」があります。 
ロータリーの哲学・精神の基本が揺るぎないもので

あれば、「流行」という変化に振り回されることはな
いと思います。振り回されなければ、それは時代や環
境の変化によって革新される新風となります。 
私は「超我の奉仕」「奉仕哲学」にしっかり根ざし

た活動を持続し、心の豊かさを感じながら、「ロータ
リーを楽しみ」ながら邁進していきたいと思っていま
す。 
米山奨学事業創設時のロータリアンの思いは「今後

日本の生きる道は平和しかない。それを世界に理解し
てもらうためには一人でも多くの留学生を迎え入れ、
信頼関係を築く事。それこそがロータリーに最もふさ
わしい国際事業ではないか。」というものでした。 
今年度は 2760地区は史上最多の 49名の奨学生とな

りました。今や留学生を支援する、民間最大の奨学事
業となっております。「民間外交として世界に平和の
種をまく」という米山奨学事業の使命は現在も一貫し
て変わらず続いています。むしろ、今日の世界情勢と
日本の置かれている状況を考えるとき、その使命はま
すます重要性を増しているのではないでしょうか。留
学生への支援は、未来へ向かって平和の架け橋をかけ
る尊い事業であります。 
アショクさんの「研究計画書」には「日本と母国ネ

パールの交友関係を広げるために、両国の架け橋にな
りたい。」「日本の貿易や観光対策について学習した
い。」と書かれています。私は思いやりを持ってアシ
ョクさんをサポートし、対応する中で異文化・国際交
流に関して私の方も彼から学んでいけたらと思ってお
ります。 

5 月 27 日(土)に「春季米山奨学生学友合同研修会」
の名古屋港水族館見学が企画されております。当日は
「地域と生きる名古屋港水族館の魅力」というテーマ
で館長が講演して下さいます。海洋生物学のパイオニ
アである館長の講演を聴いて、シュレスタ・アショク
さんが何かを感じ、感銘を受けてくれたらと思ってお
ります。アショクさんからも地域社会からも「信頼」
「好意」「期待」を得られるよう日々努力して参りま
す。 

  

第 9 分科会（新会員研修） 

テーマ：ロータリーをもっと知って楽しもう 
＊第 9 分科会は欠席いたしました 

 

（原 正男次期幹事） 

第 10 分科会ですが、真野副幹事の紹介で創作おでん
居酒屋「那古野サルーン」で美味しいものに舌鼓を打
ちながらお酒を酌み交わし、大変有意義な時間を過ご
せました。吉田次期会長を囲んで次年度に向けて熱く
語り合いました。 

以上をもちまして、地区研修・協議会の報告を終わ
らせていただきます。皆さま、次年度どうぞよろしく
お願い申し上げます！ 


